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1. はじめに 

近年，様々な地域で豪雨による水災害が発生

しており，気候変動下での都市と農村における

持続可能な経済発展のための施策をコロナ禍に

おいて立案するには，水災害リスク評価に関す

る知見を統合して，技術者・研究者に対して能

力向上を行うオンラインのシステムを開発する

必要がある． 

そこで本論文では，フィリピンにおいて水災

害レジリエンスの能力開発行うために，水災害

リスク評価の表示機能と eラーニング機能を統合

した Webベースのシステムを試作し実践したので

報告する．具体的には，水災害リスク評価の表

示については，洪水深に関する過去の分析や現

在の状況を視覚化した．また，e ラーニングにつ

いては，学習教材提供，テスト実施，成績管理

等の機能を実現した．フィリピン人の技術者・

研究者が実際に本システムを利用して水災害レ

ジリエンスについて学習し，テストを受験した．

受講者全員がテストに合格したが，良い評点を

残すために複数回受験する受講者が多く，能力

向上を行えるシステムを構築することができた． 

2. 関連研究 

災害教育システムとしては，個人の避難[1]や

避難計画策定[2]を目的としたものが存在するが，

本研究では，多面的な水災害リスク評価の学習

を目的としている点で異なる． 

学習管理システムとしては，Moodle[3]が日本

の大学で最も使用されており，テストの実施や

評点管理が容易であるが，本研究では，受講者

の傾向を分析するために，テストの受験回数や

評点について多種のグラフを用意している点で

異なる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. システム構築 

フィリピンの水災害レジリエンスに関する知

の統合システムは，洪水深の分析に必要な降雨

マップを蓄積している，データ統合・解析シス

テム(DIAS)上に構築する．DIAS は約 60 ペタバイ

トのストレージに地球環境に関する多様なリア

ルタイムデータを蓄積しており，プラットフォ

ーム上で社会課題を解決するアプリケーション

を稼働させることが出来る[4]． 

洪 水 深 の 計 算 は 降 雨 流 出 氾 濫 モ デ ル

(Rainfall-Runoff-Inundation: RRI Model)[5]を

用いることとする．過去の浸水深については，

過去の豪雨時の GSMaP 降雨マップ[6]を切り出し

てモデルの入力とする．また，現在の浸水深に

ついては，最新の降雨マップを切り出してモデ

ルの入力とし，リアルタイムで計算する．モデ

ル出力の視覚化は，DIAS上の視覚化APIを使用す

る．洪水深は画像化およびアニメーション化を

行って地図と重ね合わせる．視覚化結果は Webサ

ーバ上に置き，ユーザが Web ブラウザ上で閲覧で

きるようにする． 

e ラーニングについては，学習教材提供，テス

ト実施，成績管理等の機能を開発する．学習教

材提供は，講義動画やチュートリアル用データ

を Web ページ上にアップロードする．テスト実施

は Yes/No 選択の問題リストを用意し，その中か

らテーマ毎にランダムで 5問抽出し 4テーマで計

20 問出題し，80%以上の正解で合格とし，何回で

も受験できるようにする．成績管理は，各問題

の正解率，「受験回数」対「人数」，「合格す

るのに要した受験回数」対「人数」，評点の頻

度分布，受講者毎の評点の変化等をグラフ化し

て Web ページ上に表示する． 

4. 結果 

本章では，前章に基づいてシステムを構築し，

フィリピン人の技術者・研究者に対して eラーニ

ングを実施した結果について述べる． 

図 1は，過去の洪水深を計算した結果の表示例

である．2011年9月の降雨マップを洪水氾濫モデ

ルに入力し，モデル出力である浸水深を視覚化

API によって地図上に重ね合わせて表示した．白
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が浸水なし，水色は低い浸水深，赤色は高い浸

水深を表しており，時系列のアニメーションで

表示した．これにより，対象領域における水災

害リスクについて，想定される浸水範囲や浸水

深を容易に理解することが可能となった． 

図 2 は，e ラーニングにおけるテスト画面であ

る．教材ページで講義動画を視聴した後にこの

テストを実施し，80%以上の正解で合格となるよ

うにした．図 3は，テストを実施した後の各問題

の正解率である．低い正解率の問題については，

講義内容あるいは問題文の改善に役立てられる

と考えられる．図 4 は，受講者 59 人のテスト受

験回数の分布である．半数以上の受講者は 1回で

あったものの，複数回テストを受験する人が多

く見られた．これはより良い評点を残したいた

めの行動であると考えられ，e ラーニングが受講

者の能力向上に寄与していることを確認した． 

 

 
図 1 過去の洪水深の表示 

 
図 2 テスト画面 

 
図 3 各問題の正解率 

 
図 4 受験回数の分布 

5. まとめ 

本論文では，フィリピンの水災害レジリエン

スに関する知の統合システムの試作，および，

当該システムを稼働して eラーニングを実施した

結果について述べた．結果として，受講者が水

災害リスク評価に関する実際のデータに触れな

がら，e ラーニングで水災害レジリエンスについ

て学習し，能力向上を行えるようになった． 

今後は，水災害リスク評価に関するデータを

追加し，引き続き eラーニングを実施する． 
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